
六
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首
本
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六
十
九
首
本

『小
町
集
』
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

の
が
、
歌
数
も
体
裁
も
大
き
く
異
な
る
六
十
九
首
の

『
小
町
集
』
で
あ

っ
た
。
集
合
体
の

一
部
を
成
す

『小
町
集
』
の
成
立
は
、
『西
本

願
寺
本
三
十
六
人
集
』
の
製
作

に
ま

で
遡
る
が
、
『小
町
集
』
に
関
し
て
は
、
当
時

の
本
が
未
だ
見

つ
か

っ
て
お
ら
ず
断
簡
も
残
ら
な

い
。
も

っ
と
も
、
散
供
前

の

『
小
町
集
』
が
、
こ
の
六
十
九
首
本
の
系
統
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
久
曽
神
昇
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
電

註
０
　
片
桐
洋

一
氏

「小
町
集
　
解
題
」
『新
編
国
歌
大
観
　
第
三
巻
私
家
集
編
Ｉ
』
角
川
書
店

（昭
和
六
十
年
Ｙ

藤
田
洋
治
氏

「歌
仙
家
集

・
正
保

版
本
の

一
性
格
―
―
そ
の
二
　
遍
昭

・
小
町

・
敏
行

・
友
則

・
小
大
君
の
家
集
を
中
心
に
―
―
」
『東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
　
第
二
十
七
号
』

（平
成
六
年
Ｙ

杉
谷
寿
郎
氏

『平
安
私
家
集
研
究
』
新
典
社

（平
成
十
年
Ｙ

片
桐
洋

一
氏
解
説

『冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
巻
　
平
安
私

家
集
七
』
（平
成
十

一
年
）
ｏ
島
田
良
二
氏

『御
所
本
三
十
六
人
集
　
本
文

◆
索
引

・
研
究
』
笠
間
書
院

（平
成
十
二
年
）
の
表
現
を
借
り
て
総

合
し
て
い
る
。

②
　
ユ則
田
善
子
氏

『小
野
小
町
』
三
省
堂
　
昭
和
十
八
年
六
月

０
　
『国
語
と
国
文
学
　
昭
和
二
十

一
年
八
月
号
』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
　
所
収

０
　
久
曽
神
昇
氏

『西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
精
成
』
風
間
書
房

（昭
和
四
十

一
年
三
月
）
に
は
、
六
十
九
首
の

「醍
醐
本
」
な
る
本
が
翻
刻
さ
れ

て
い
る
。

注
記
以
外
の
参
考
文
献

片
桐
洋

一
氏

「小
野
小
町
集
考
」
『国
文
学
　
一一一一国語
と
文
芸
４６
』
東
京
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
　
昭
和
四
十

一
年
五
月

島
田
良
二
氏

『平
安
前
期
　
私
家
集
の
研
究
』
桜
楓
社
　
昭
和
四
十
三
年
四
月

橋
本
不
美
男
氏

『御
所
本
三
十
六
人
集
』
解
説
　
新
典
社
　
昭
和
四
十
六
年

一
月

小
松
茂
美
氏

「小
町
集
」
『古
筆
学
大
成
　
第
十
七
巻
』
講
談
社
　
所
収
　
平
成
三
年
五
月

室
城
秀
之
氏

「小
町
集
」
『和
歌
文
学
大
系
１８
　
小
町
集

・
遍
昭
集

・
業
平
集

ｏ
素
性
集

・
伊
勢
集

・
猿
丸
集
』
明
治
書
院
　
所
収
　
平
成
十
年
十
月



い

て

管
見
の
五
伝
本
に
つ

六
十
九
首
の

『小
町
集
』
の
内
、
影
印
で
見
る
こ
と
の
出
来
た
五
伝
本
ｏ
の
特
徴
と
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
六
十
九
首
形
態
の

『小
町
集
』
は
、
次
の
よ
う
な

『
三
十
六
人
集
』
に
入
る
本
で
あ
る
。

ａ
　
神
宮
文
庫
蔵
三
十
六
人
集

（三
／

一
二
〇
四
）

ｂ
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
歌
仙
家
集

（五

一
一
・
二
）

ｃ
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
高
松
宮
本
三
十
六
人
集

ｄ
　
大
和
文
華
館
蔵
三
十
六
人
集

（三

・
三
九
二
二
～
三
九
二
六
）

ｅ
　
蓬
左
文
庫
蔵
三
十
六
人
集

（
一
〇
六

・
三
七
）

久
曽
神
氏
が
紹
介
さ
れ
た

「醍
醐
本

『小
町
集
Ｌ

の
原
本
及
び
影
印
本
は
管
見
に
及
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
先
掲
前
田
氏
論
文
中
の
異

本
三
本
に
つ
い
て
、
考
察
は
行

っ
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し
た
。
た
だ
、
そ
の
結
論
の
み
を
記
せ
ば
、
掲
載
三
伝
本
の
う
ち
、

「神
宮
文
庫
本

（異
本
一一一十
二ハ
人
家
集
中
小
町
集
こ

と
は
、
右

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
系
統
の
本
の
こ
と
で
あ
り
、
前
田
氏

「架
蔵
三
十
六

人
家
集
Ⅱ

宣
豆前
本
と

な
る
本
は
、
「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
と
同
系
統
の
本
で
あ
る
。
ョ
豆前
本
」
と

「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
に
は
類

似
し
た
奥
書
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
田
氏

「架
蔵
三
十
六
人
家
集
Ｉ

（中
院
通
茂
本
と

な
る
本
は
、
右
の
五
伝
本
中
に
該
当
す
る
も
の
が

な
い
。
前
田
氏
は
、
こ
の

「通
茂
本
」
の
大
き
な
特
徴
を
、
「冬
道
を
ゆ
く
人
の
」
以
下
の
文
章
の
扱

い
方
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

つ
ま

り
、
六
十
九
首
本
の
末
尾
に
は
歌
物
語
的
な
箇
所
が
存
す
る
が
、
そ
の
中
の

「冬
道
を
ゆ
く
人
の
」
以
下
の
文
章
が
最
末
尾
の
歌
で
あ
る

「手
枕
の
」
歌
の
詞
書
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
そ
の
前
の
詞
書
よ
り
も

「
一
段
字
配
を
上
げ
て
書
か
れ
て
」
い
る
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
を
管

見
五
本
の
六
十
九
首
本
で
見
る
と
、
先
掲

ａ
か
ら

ｅ
本
の
内
で
は
、
字
配
を

一
段
上
げ
て
い
る
と
い
う
も
の
は
な
い
が
、
「
ｂ
　
書
陵
部

六
十
九
首
本
『小
町
集
』
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二



六
十
九
首
本

『小
町
集
』
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

及
び

「
ｃ
　
一昌
松
宮
本
」
で
は
、
「冬
道
を
ゆ
く
人
の
」
で
改
行
し
、
改
行
の
前
に

一
行
の
空
白
を
設
け
て
い
る
。
「冬
道
を
ゆ
く
人

以
下
を
独
立
さ
せ
て
次
の
歌
の
詞
書
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
点
で
は
、
前
田
氏
提
示
の

「通
茂
本
」
は
、
ｂ
及
び

ｃ
本
に
似
て
い

右
の

ａ
か
ら

ｅ
に
見
る
六
十
九
首
形
態
の

『小
町
集
』
に
は
、
大
き
な
違
い
が
な
い
。
同
系
統
と
さ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
写
本
の

性
格
上
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
五
伝
本
の
う
ち
、
漢
字
仮
名
の
当
て
方
に
至
る
ま
で
完
全
に

一
致
し
て
い
る
と
い
う
本
は
な
い
。
で
は
、

ど
の
程
度
の

一
致
が
見
ら
れ
る
の
か
、
漢
字
仮
名
の
当
て
方
、
更
に
仮
名
は
字
母
の
レ
ベ
ル
に
戻
し
て

一
致
箇
所
を
数
量
化
し
た
の
が
、

本
稿
末
尾
に
付
し
た

【資
料
１
】
の
表
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第

一
歌
の

「
３
」
と

い
う
数
字
は
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
と

「
ｃ
　
一局
松
宮

本
」
と
で
比
較
し
た
場
合
、
第

一
歌
全
五
句
中

「
ｂ
あ
や
め
く
さ

ｏ
ｃ
あ
や
め
く
さ
」
「
ｂ
思
比
し
八

ｏ
ｃ
思
ひ
し
八
」
「
ｂ
思
ふ
成
令
り

・
ｃ
思
ふ
成
令
り
」
の
三
句
ま
で
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
以
下
同
様
で
あ
る
が
、
第
五
十
八
歌
の
長
歌
は
、
四
十
九
句
か
ら
成

っ
て
い
る
の
で
、
四
十
九
句
中
何
句

一
致
し
て
い
る
か
と
い
う
数
字
で
あ
る
。
ま
た
、
詞
書
や
後
書
等
、
歌
以
外
の
箇
所
は
、
文
節
毎
に

一
致
数
を
見
た
。
【資
料
２
】
で
あ
る
。
字
母
ま
で
の
完
全

一
致
と
い
う
、
か
な
り
厳
し
い
条
件
の
下
で
も
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
と

「
ｃ

高
松
宮
本
」
は
、
歌
、
詞
と
も
に
高

い

一
致
数
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
密
接
な
関
係
を
有
す
る
両
者
の
間
で
、
「
０
」
即
ち

一
致
す
る

表
記
を
持
た
な
い
歌
が
あ

っ
た
り
、
逆
に

「
４
」
以
上
の
数
値
の
大
き
い
、
即
ち
、
共
通
す
る
句
を
多
く
有
す
る
歌
が
あ

っ
た
り
す
る
。

こ
こ
に
何
か
考
え
る
余
地
が
あ
り
そ
う
に
も
思
う
が
、
今
は
用
意
が
な
い
。
ま
た
、
歌
本
文
と
詞
書
等
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

一
致
数
の
順

序
が
異
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
と

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
と
の
関
係
は
、
ｂ

・
ｃ
本
の
関
係
に
次

い
で
深

い
と
み
え
る
。
【資
料
２
】
詞
書
等
の
結
果
に
就
い
て
は
、
流
布
本
系
の
本
文
調
査
を
経
て
再
度
考
え
て
み
た
い
。
以
上
は
、
数
量
化
し

て
全
体
像
を
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
右
の
よ
う
な
計
量
に
は
載
ら
な
い
点
に
着
目
し
、
伝
本
相
互
の
関
係
を
考
察
し
て

み
た
。

る の 本



註
０
　
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

一
一　

各

伝

本

の
特
徴

と
相

互
関
係

①
　
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
と

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」

「
ｂ

｛呂
内
庁
書
陵
部
蔵
歌
仙
家
集

（五

一
一
二
こ

と

「
Ｃ

｛呂
内
庁
書
陵
部
蔵
高
松
宮
本
三
十
六
人
集
」
は
、
「歌
仙
家
集
」
と

「
三
十
六
人
集
」
と
い
う
呼
称
の
差
は
あ
る
が
、
と
も
に
十
冊
本
の
三
十
六
人
集
で
あ
り
、
『小
町
集
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
巻
に
入
る
他

の
歌
人
も
類
似
し
て
い
る
。
料
紙
を
改
め
る
個
所
も
同
じ
で
あ
る
の
で
、
同

一
の
本
と
見
て
良
い
の
で
あ
ろ
う
。
歌
や
詞
の
完
全

一
致
数

が
最
多
で
あ

っ
た
の
は
、
先
の
表
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
見
ら
れ
る
文
字
の
書
き
癖
の
よ
う
な
も
の
を
考
慮
す
れ

ば
、
さ
ら
に

一
致
数
は
増
え
る
。
例
え
ば
、
二
本
は
、
次
の
よ
う
な
仮
名
遣
い
を
す
る
。
第

一
歌
詞
書
中

「人
を
」
（０１
１
０
）ｏ
、
「有
多

に
あ
留
越
」
（２３
‐
２
）
等
、
「を
」
「越
」
の
ワ
行
と
す
べ
き
箇
所
を
、
「
ｃ
　
高
松
宮
本
」
は
、
「人
於
」
、
「有
多
が
あ
留
於
」
と
い
う
よ

う
に
、
「於
」
字
を
用
い
て
い
る
②
。
ま
た
、
約
半
数
は
同
じ
文
字
を
使
用
し
規
則
的
な
仮
名
遣
い
を
す
る
な
か
で
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」

が

「仁
」
と
す
る
箇
所
に

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
で
は

「が
」
字
を
用
い
て
い
る
な
ど
も
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
書
き
癖
ゆ
え
に
、

先
に
計
量
し
た
完
全

一
致
数
に
載
ら
な
か

っ
た
と
い
う
例
は
多

い
。

書
入
に
関
し
て
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
の
書
入
は
二
箇
所

（３９
‐
５
ｏ
６‐
‐
５
）
あ
り
、
と
も
に

「イ
」
と
付
さ
れ
て
い
る
。　
一
方
、
「
ｃ

高
松
宮
本
」
の
書
入
は
二
十
二
箇
所
あ
る
。
「於
も
者
し
」
の

「者
」
を

「連
」
に
、
「ち
れ
る
な
け
き
」
の

「ち
」
を

「者
」
に
、

「声
」
の

で
」
へ
」
を

「
こ
ゑ
」
に
す
る
な
ど
、
或
る
文
字
を
訂
正
し
て
書
く
も
の

（２９
‐
２
・
３８
‐
４
・
６８
‐
０
）
が
三
例
、
で
」
と
そ
と

も
な
く
」
と
い
う
成
句
に
更
に

「も
」
を
重
ね
て
書
き
入
れ
て
い
る
も
の

（１０
１
↓
　
一
例
、
ｂ
本
同
様
に

「
イ
」
と
付
す
書
入
を
有
す

る
も
の

（３９
‐
５
）

一
例
で
、
そ
の
他
は
全
て
、
ア
行
の

「お
」
に
ワ
行
の

「を
」
を
傍
書
す
る
も
の
で
あ
る
。

六
十
九
首
本
『小
町
集
』
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



六
十
九
首
本
『小
町
集
』
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
と

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
が
ご
く
近
い
関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
で
は
、
転
写
に
関
し
て
、
何
れ
の
本
が
先
行

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
文
字
の
当
て
方
に
関
し
て
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
の
方
で
、
途

中
か
ら
用
い
方
の
規
則
が
崩
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
で
は
、
二
本
の
異
な
る
親
本
か
ら
転
写
し
た
跡
が
残

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
で
、
「
に
」
「が
」
「仁
」
「耳
」
を
使
用
す
る
箇
所
は

一

一
七
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
ｂ
本

・
ｃ
本
を
対
照
さ
せ
た
場
合
、
「
ｂ
仁

ｏ
ｃ
が
」
が
四
十
四
例
、
「
ｂ
耳

・
ｃ
か
」
が
十
三
例
、
「
ｂ
本

・
ｃ
本
同
じ
」
場
合
が
六
〇
例
で
あ

っ
た
。
こ
の
内
、
ｂ
本
で

「耳
」
字
を
用

い
る
箇
所
に

ｃ
本
で

「が
」
を
使
用
し
て
い
る
十
三
例

は
、
六
十
九
首
中
、
五
十
四
番
以
降
に
目
立

っ
て
増
え
る
。
つ
ま
り
、
第
五
十
三
番
歌
迄
は
、
「
に
」
の
表
記
は
、
同
じ
か
、
或

い
は

又
、
ｂ
本
で

「仁
」
を
用
い
る
際
に

ｃ
本
で

「が
」
を
用
い
る
と
い
う
表
記
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
第
五
十
四
番
歌
以
降
の

「
ｂ
　
書
陵

部
本
」
に
は
、
「耳
」
文
字
が
顕
著
に
混
じ

っ
て
遣
わ
れ
だ
す
。
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
の

「耳
」
字
の
使
用
は
、
全
て
第
五
十
四
番
歌
以
降

で
あ
る
。　
一
方
、
「
ｃ
　
昔同
松
宮
本
」
の
方
に
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
の
拠

っ
た
本
、
或

い
は
そ

の
又
親
本
の

『小
町
集
』
が
、
二
種
類
の
本
か
ら
書
写
さ
れ
、
そ
れ
が
併
合
さ
れ
た
跡
を
留
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
第
五
十
四
番
歌
以
降
と
そ
れ
以
前
の
仮
名
遣

い
の
顕
著
な
違

い
と

い
う
も
の
は
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
以
外
の
四
伝
本
の
何
れ
に
も

見
ら
れ
な

い
。
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
が
先
行
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

「
耳
」
字
母
の
使
用
に
関
す
る
現
象
は
、
原
初
の

『西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
』
中
の

「小
町
集
」
と
何
か
関
わ
り
が
あ
る
か
。
同
三

十
六
人
集
中
で
散
供
前
の

「小
町
集
」
は
、
第
六
筆
の
手
に
な
る
も
の
と
、
前
掲
久
曽
神
氏
の
論
考
で
は
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松

本
嘆
子
氏
に

『西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
の
字
彙
』
の
研
究
ｏ
が
あ
り
、
書
写
者
毎

の
語
彙
が
考
察
さ
れ
て
い
て
参
考
に
な
る
。
し
か

し
、
右
の
現
象
は
、
筆
者
の
書
き
癖
よ
り
も

『小
町
集
』
独
自
の
親
本
と
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
ろ
う
か
ら
、
現
段
階
で
は
、
松
本
氏
の

研
究
に
よ
り
、
『西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
』
全
体
と
し
て

「耳
」
字
母
の
使
用
が
多
く
は
な
か
っ
た
と
し
か
言
え
な
い
か
と
思
う
。



②
　
「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
と

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」

「ｂ
　
書
陵
部
本
」
と

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
の

一
致
数
の
高
さ
に
次
い
で
、
「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
と

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
の
近
似

も
数
量
的
に
よ
く
表
れ
て
い
た
が
、
こ
の
二
伝
本
の
近
接
し
て
い
る
様
相
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
両
者
は
、
第
十
六
歌
三
句

コ
騰

浪
」
、
第
十
八
歌
初
旬

「木
枯
」
の
よ
う
に
、
同
じ
漢
字
を
当
て
る
が
、
他
に
も

【資
料
３
】
の
よ
う
に
特
異
な
本
文
を

一
致
さ
せ
る
と

い
う
例
が
あ
る
。
第
八
歌
二
句

（ｏ８
‐
２
）
「
や
へ
白
雲
と
」
「屋

へ
白
雲
と
」
は
、
ｄ

ｏ
ｅ
本
と
も
に

「
の
」
字
が
脱
落
し
て
い
る
。
第

六
十

一
歌
詞
書

（６‐
‐
０
）
も

「あ
ま
こ
ひ
」
が

「あ
ま
の
こ
ひ
」
に
変
わ

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
例
で
あ

っ
て
、
「
の
」
字

一
文
字
の
違
い

で

「雨
乞

い
」
が

「海
人
の
恋
」
と
な
る
。
「海
人
」
は

『小
町
集
』
歌
の
特
色
を
成
す
詞
の

一
つ
で
あ
る
と
は
い
え
、
第
六
十

一
歌

一

首
、
即
ち
、た

い
こ
の
御
時
に
、
日
て
り
の
し
け
れ
は
、
あ
ま
こ
ひ
の
う
た
よ
む
へ
き
せ
ん
し
に

千
は
や
ふ
る
神
も
み
ま
さ
は
た
ち
さ
は
き
　
あ
ま
の
と
か
は
の
ひ
く
ち
あ
け
た
○
ヘ

翁
小
野
小
町
集
Ⅱ
」
『私
家
集
大
成
　
第
一
巻
』
所
収
本
文
に
よ
る
。
歌
の
引
用
は
以
下
同
様
）

に
着
目
す
れ
ば

「海
人
の
恋
」
で
は
歌
意
が
通
ら
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
第
三
十
二
歌

今
は
と
て
我
み
し
く
れ
に
ふ
り
ぬ
れ
は
　
一一一一回の
葉
さ
へ
そ
う
つ
ろ
ひ
に
け
る

の
四
句

（３２
‐
４
）
に
も
、
「
こ
能
は
」
「木
葉
」
と

い
う

「
の
」
字
脱
落
に
依
拠
す
る
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
添
加
さ
れ
る
も
の
が

「木

の
葉
」
で
は

「人
の
心
」
の
移
ろ
い
を
主
体
と
せ
ず
、
歌
意
が
通
じ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
或
い
は
又
、
第
四
十

一
歌

あ
き
風
に
あ
ふ
た
の
み
こ
そ
か
な
し
け
れ
　
わ
か
み
む
な
し
く
成
ぬ
と
思
へ
は

の
第
二
句
は
、
他
本
が

「た
の
み
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
ｄ

ｅ
ｅ
本
で
は

「
こ
の
み
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「多
」
と

「己
」
が
見

誤
ら
れ
た
所
か
ら
生
じ
た
異
同
で
あ
ろ
う
が
、
「木
の
実
」
で
は

「か
な
し
」
さ
と
の
関
連
性
が
希
薄
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
書
写
す

六
十
九
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、

べ
き
本
文
を
あ
ま
り
省
み
ず
に
転
写
さ
れ
た
跡
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
第
五
十
三
歌
結
句

（５３
‐
５
）
「今
れ
」
召
追
祀
」
で
も
、
見
誤
ら

れ
易
い

「り
」
と

「留
」
の
異
同
を
離
れ
て
、
両
者
と
も
に

「
れ
」
と
す
る
。
或

い
は
ま
た
、
第
九
歌
初
旬

（ｏ９
‐
１
）
「恋
佗
て
」
や
第

二
十
二
歌
初
旬

（２２
‐
１
）
「か
き
り
な
く
」
な
ど
は
、
他
の
三
本
と

一
文
字
の
違
い
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
異
同
が
ど
こ
か
ら
出
て

き
た
の
か
分
か
ら
な
い
例
で
あ
る
。
と
も
に
流
布
本
系

『小
町
集
』
の
当
歌
と
も
異
な
り
、
こ
の
歌
を
採
る
他
の
撰
集
の
形
が
そ
う
で
あ

る
と
い
う
訳
で
も
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
二
本
は
、
特
異
な
本
文
を
共
通
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
近
接
す
る

「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
と

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
の
内
ど
ち
ら
が
先
行
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
「
ｅ

蓬
左
文
庫
本
」
の
方
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
【資
料
３
】
で

「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
の
第
六
十
六
歌
詞
書

（６６
‐
０
）
は
、
他
と
比
較

し
て
途
中
ま
で
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
即
ち
、
意
味
の
通
じ
な
い
箇
所
を

「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
が
省
略
し
た
よ
う

な
形
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
四
十

一
歌
第
二
句

（４‐
‐
２
）
の

「ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
に
は
、
他
本
を
顧
慮
し

た
書
入
が
あ
る
。
「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
の
書
入
に
つ
い
て
は
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
墨
色
薄
い
流
布
本
系
本
文
の
書
入

と
思
わ
れ
る
も
の
は
資
料
に
掲
げ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
書
入
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
書
入
に
関
し
て
は
、
そ

の
時
期
に
慎
重
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
い
つ
た
他
本
を
顧
慮
し
た
形
跡
が

一
方
に
の
み
備
わ
る
と
い
う
点
で
、
顧
慮
し
た
形
跡

の
残
る

「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
の
方
が
後
に
成
立
し
た
と
推
測
す
る
。

③
　
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」

ｂ

・
ｃ
本
と
い
う
近
接
す
る
伝
本
及
び
、
ｄ

・
ｅ
本
と
い
う
近
接
す
る
伝
本
の
様
相
を
そ
れ
ぞ
れ
に
見
た
。
そ
れ
ら
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

と
他
の

一
伝
本

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
ｂ

ｅ
ｃ
本
の
方
に
近
く
、
特

に

「
ｃ
　
高
松
宮
本
」
に
近
い
性
質
を
有
す
る
と
思
う
。
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
は
、
六
十
九
首
本

『小
町
集
』
の
内
で
最
も
古
い
奥
書



を
有
し
て
い
た
電

更
に

一
点
の

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
の
特
徴
は
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
第
六
十
二
歌

「滝
の
水
こ
の
も
と
ち
か
く
な

か
れ
す
は
」
歌
の
詞
書
が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
が
、
「ｂ
　
書
陵
部
本
」
及
び

「
ｃ
　
一局
松
宮

本
」
系
統
の
本
を
転
写
し
た
形
跡
を
残
す
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
即
ち
、
ｂ
本
及
び

ｃ
本
で
は
、
第
六
十

一
歌

「ち
は
や
ぶ
る
」

歌
と
、
そ
れ
に
続
く
第
六
十
二
歌
の
詞
書
ま
で
が
八
葉
末
に
置
か
れ
、
九
葉
目
が
六
十
二
歌

「滝
の
水
」
歌
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
料
紙

を
換
え
た
、
そ
の
書
き
始
め
は
ｂ

ｅ
ｃ
本
と

ａ
本
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
は
、
親
本
の
次
の
歌
の
始
ま
り
に
気
を

取
ら
れ
て
、
九
葉
目
を

「滝
の
水
」
歌
か
ら
書
き
始
め
、
前
葉
末
尾
に
あ
っ
た
詞
書
を
脱
落
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ

の
詞
書
の
脱
落
は
、
他
の
四
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
他
に
も
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
が
ｂ
及
び

ｃ
本
と
深
く
関
わ
る
例
が
あ
る
。
【資
料
３
】
第
四
十

一
歌
二
句

（４‐
‐
２
）
で

「
ａ

神
宮
文
庫
本
」
は
、
ｂ
本

・
ｃ
本
と
同
じ
形
を
し
て
い
た
。
【資
料
４
】
中
第
五
十
六
歌
詞
書

（５６
‐
２

は
、
女
郎
花
の
歌
で
あ
る

が
、
「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
が

「折
て
」
又
は

「於
り
て
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
も

「
ａ
　
神
宮
文
庫

本
」
は
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
「
ｃ
　
昔同
松
宮
本
」
と
同
じ

「ほ
り
て
」
と
い
う
形
を
と
る
。
第
五
十
六
歌
初
旬

（５６
‐
１
）
も
同
様
で
あ

る
。
第
五
十
六
歌
第
四
句

（５６
‐
４
）
は
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
だ
け
が
、
「お
ら
」
で
は
な
く

「お
く
」
と
す
る
。
「ら
」
と

「く
」
を

見
誤

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
原
因
は
、
ｂ
本
及
び

ｃ
本
に
あ
る
。
即
ち
、
「お
ら
れ
が
」
の

「お
」
の
最
後
の
筆
の
扱
い
と

「ら
」

の

一
筆
目
が
続
い
て

「く
」
の
よ
う
に
見
え
、
「ら
」
の
最
後
の
払
い
の
前
で
筆
を
休
め
て
い
る
の
が
、
「ｂ
　
書
陵
部
本
」
「
ｃ
　
一局
松

宮
本
」
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
点
で
は
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
は
、
ｂ

ｅ
ｃ
本
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。
第
六
十

一
歌
結
句

（６‐
‐
５
）
も
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
が
、
「ｂ
　
書
陵
部
本
」
「
ｃ
　
一品
松
宮
本
」
の

「
曰
く
ち
」
と
同

じ
形
を
と
る
例
で
、
「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
・
「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
の

「み
ち
」
ヨ
一地
」
と
は
異
な
る
。
因
み
に
、
こ
れ
は
、
ｂ

・
ｃ

本
の

「曰
く
ち
」
の

「
日
」
と

「く
」
字
が
続
く
こ
と
で
、
「見
」
の
よ
う
に
見
え
た
為
に

「み
ち
」
と
い
う
異
同
が
出
て
き
た
も
の
と
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一
〇

推
測
さ
れ
る
。

以
上
は
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
が
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
及
び

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
の
影
響
下
に
あ
る
こ
と
の
根
拠
を
補
強
す
る
例
で

あ
る
が
、
ｂ
及
び

ｃ
本
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
、
次
の

【資
料
５
】
な
ど
は
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
で
も
、
特

に

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
と
の
関
わ
り
を
強
く
持

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
例
で
あ
る
。
第

一
歌
詞
書

（０１
１
９

は
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫

本
」
だ
け
が
、
「人
が
」
と
な
り
、
他
の
四
本
は

「人
を
」
或

い
は

「人
於
」
で
あ
る
。
流
布
本
系

『小
町
集
』
の
ほ
と
ん
ど
が
、
「
五
月

五
日
さ
う
ぶ
に
さ
し
て
人
に
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
流
布
本
と
の
関
係
も
思
わ
れ
た
が
、
影
印
で
見
れ
ば
、
「
ｃ
　
昔同
松
宮
本
」
の

「於
」
字
が
、
「仁
」
に
見
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
推
測
す
る
。
第

一
歌
二
句

（０１
１
２
）
も
、
五
伝
本
の
う
ち
で
言
え
ば
、
「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
の

「と
」
の

一
筆
目
が
短
く
、
書
写
者
は
、
「く
」
と
見
た
の
だ
ろ
う
と

思
う
。
判
別
し
難
い

「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
を

「
ミ
」
と
読
ん
だ
が
、
マ
こ

と
見
誤
る
可
能
性
も
あ
る
。
第
十
歌
四
句

（ｌｏ
１
４
）
の

「
ｃ
　
高
松
宮
本
」
で
も

「
こ
と
そ
」
の
次
に
記
さ
れ
た
文
字
が
判
読
し
難
く
、
「も
」
を
傍
書
し
て
い
る
が
、
そ
の
判
読
し
難
さ
が

「
ａ

神
宮
文
庫
本
」
に
影
響
し
て
、
よ
く
似
た
表
記
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
第
十
三
歌
三
句

（１３
‐
↓

「
Ｃ
　
一局
松
宮
本
」
の

「
八
」
は
、
「
几
」
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
て
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
が
、
「可
」
と
す
る
よ
う
に

「可
」
の
崩
し
字
に
見
え
る
。
ま
た
、
第

二
十

一
歌
三
句

（２‐
‐
３
）
「
Ｃ
　
昔同
松
宮
本
」
の

「無
」
字
の
判
読
し
難
さ
が
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
の
書
入
―
―
ん
（む
）―
―
に
反

映
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
五
例
は
、
影
印
で
比
較
す
れ
ば
、
「
ｃ
　
昔同
松
宮
本
」
の
影
響
下
に

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
が
成
立
し

た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
例
で
あ
る
。
先
に
ｂ

・
ｃ
本
と
ｄ

ｏ
ｅ
本
と
い
う
大
き
な
グ
ル
ー
プ
分
け
の
箇
所

【資
料
３
】
で
提
示
し
た
第
四

十

一
歌
二
句

（４‐
‐
２
）
「
た
の
み
」
で
」
の
み
」
の
異
同
も
、
「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
に
起
因
す
る
と
思
う
。
即
ち
、
こ
れ
は

「多
」
の
崩
し

字
が

「
己
」
と
混
同
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
た
異
同
で
あ

っ
て
、
二
筆
目
弱
く

「多
」
と

「己
」
の
両
者
何
れ
か
判
別
し
難
い
書

き
方
を
し
て
い
る
の
は

「
Ｃ
　
一局
松
宮
本
」
で
あ
る
。



以
上
の
よ
う
に

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
が
ｂ

・
ｃ
本
の
グ
ル
ー
プ
に
近
い
と
は
言
え
る
も
の
の
、
し
か
し
な
が
ら
、
ｂ
本

ｏ
ｃ
本
の
う

ち
の
何
れ
に
近
い
か
と
言
う
と
き
に
、
右
で
見
た
よ
う
な

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
と
の
密
接
な
関
係
を
積
極
的
に
言
え
な
い
例
も
あ
る
。
六

十
九
首
本

『小
町
集
』
に
は
、
末
尾
に
歌
物
語
的
な
本
文
箇
所
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
は
、
微
細
で
あ
る

が

【資
料
６
】
に
掲
げ
る
よ
う
に
や
や
特
異
な
本
文
を
有
し
て
い
た
。
第
六
十
八
歌
書
入
に
つ
い
て
は
、
第
四
句

（６８
‐
４
）
を
、
【資
料

７
】
の
よ
う
に
読
ん
だ
が
判
別
し
難
い
。
本
文
の
意
味
か
ら
考
え
れ
ば

「小
野
と
は
な
ら
じ
」
或
い
は

「小
野
と
は
な
く
て
」
が
正
し
い

の
で
あ
ろ
う
が
、
ｂ
本

・
ｅ
本
が
比
較
的
明
瞭
に
ｂ

「な
く
し
」
、　
ｅ

「な
ら
し
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、　
ｃ
本

・
ｄ
本
は

「な
く
し
」

と
も

「な
く
ら
し
」
と
も
見
え
、　
ａ
本
は

「な
く
し
」
と
も

「な
て
」
と
も
読
め
る
。
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
で
は
、
「く
」
の
二
筆
目
が

「
て
」
の

一
筆
日
と
重
な

っ
て
い
る
。
そ
の

「く
」
の
二
筆
目
の
止
め
が
水
平
す
ぎ
た
為
に
次
の

「し
」
と
続
く
際
に

「
て
」
に
見
え
、

『私
家
集
大
成
』
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

「な
て
」
と
読
め
る
の
で
あ
る
。
書
入
の

「
い
者
」
は
、
「な
て
」
と
読
ん
だ
上
で
な
さ
れ

て
い
る
。
因
み
に
、
「醍
醐
本

『小
町
集
Ｌ

で
こ
の
箇
所
に

「
て
力
」
と
い
う
書
入
が
あ
る
の
は
、
何
か

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
の
本
文

と
の
関
わ
り
の
中
で
出
て
き
た
校
異
或
い
は
所
見
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
例
の
影
印
か
ら
は
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
は

「
な

ら
」
と
も
読
め
る

ｃ
本
よ
り
む
し
ろ
、
「な
く
」
と
明
瞭
に
記
す

「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
と
の
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
も
、
第

三
十
七
歌
四
句

（３７
‐
４
）
の

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
は
、
「見
て
や

ゝ
三
て
」
と

「
に
」
字
を
落
と
し
て
い
る
。
「
に
」
が
書
き
入
れ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
入
が
誤
り
と
気
づ
い
て
直
ぐ
に
訂
正
し
た
も
の
か
、
後
の
も
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
仮
に

「
に
」
を
見
落
と
し
た

と
す
れ
ば
、　
ｃ
本
の

「美
」
を
字
母
と
す
る

「
み
」
で
は
な
く
、
ヨ
こ

と
続
け
ら
れ
て
判
別
し
難
く
な

っ
て
い
た

「
ｂ
　
書
陵
部
本
」

の

「三
ホ
」
の
表
記
に
起
因
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
第
四
十
四
歌
二
句

（４４
１
２
）
で

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
は
、
ｄ
及
び

ｅ
本

同
様
に

「幾
ぬ
留
」
と
な

っ
て
い
る
。
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
が
意
識
的
に
そ
う
変
え
た
の
で
は
な
く
転
写
の
過
程
で
見
誤

っ
た
と
す
る

な
ら
ば
、
親
本
は
、
「
ｃ
　
一昌
松
宮
本
」
の

「き

い
る
」
よ
り
も
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
の
よ
う
に

「き
井
る
」
と
い
う
ヮ
行
の

「
ゐ
」
で
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あ

っ
た
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
同
様
に
、
第
五
十
八
歌
三
十
六
句
目

（５８
１
３６
）
「せ
ホ
ゐ
留
た
つ
の
」
と
い
う

「
ａ
　
神

宮
文
庫
本
」
の
形
も
、
「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
の

「
い
」
字
よ
り
も
ｂ
本
の

「
ゐ
」
字
に
倣

っ
た
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
第
五
十
六
歌

二
句

（５６
‐
２
）
も
、
「
Ｃ
　
一局
松
宮
本
」
の
本
文
が

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

ａ
本
以
外
は
全
て

「猶
」
で
あ
る

が
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
は

「な
越
」
―
―
恐
ら
く

「名
を
」
の
つ
も
り
で
あ
ろ
う
―
―
と
す
る
。
以
上
の
五
例
は
、　
ａ
本
と

ｃ
本
の
直

接
的
な
影
響
関
係
が
言
え
な
い
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
論
的
に
は
、
先
の
例
よ
り

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
系
統
の
影
響
下
に

「
ａ

神
宮
文
庫
本
」
が
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

④
　
「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
が
、
ｂ
本

ｏ
ｃ
本
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
と

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」

で
は

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
が
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
系
統
の

本
か
ら

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
系
統
の
本
が
転
写
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
両
者
の
関
係
は
、
【資
料
１
】
の
統
計
に
於

い
て
比
較
的
高

い

数
値
を
示
し
て
お
り
、
或

い
は
ま
た
、
密
接
な
関
係
を
示
す

【資
料
８
】
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
二
例
だ
け
で
、
他
に
直

接
的
な
影
響
関
係
を
想
定
す
る
例
を
見

つ
け
ら
れ
な
い
。
私
は
、
「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
系
統
か
ら

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
系
統
と

「
ｅ

蓬
左
文
庫
本
」
系
統
と
に
分
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
も
、　
ａ
本
に
対
し
て
以
上
に

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」

と
の
関
わ
り
が
深
い
よ
う
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
独
自
の
本
文
に
つ
い
て
、
第
十

一
歌
二
句
、
第
三
十
六
歌
二

句
で
は
、
句
末
の

一
文
字
を
落
と
し
て
い
た
り
、
第
十
二
歌
結
句
で
は
、
他
の
四
本
全
て
が

「を
り
」
と
す
る
と
こ
ろ
を

「令
り
」
と

し
、
第
五
十
三
歌
初
旬
も
、
他
本
が

「今
と
て
も
」
と
す
る
と
こ
ろ
を

「今
八
と
て
」
と
し
、
更
に
第
五
十
七
歌
初
旬
で
他
本
全
て
が

「う

へ
を
」
と
す
る
と
こ
ろ
を

「う

ヘ
ホ
」
と
し
た
り
す
る
。
そ
れ
ら
の
異
同
が
ど
こ
か
ら
生
じ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
、
「
ｃ



高
松
宮
本
」
と

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
に
影
響
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
で
も
、
翻
刻
す
れ
ば
本
文
が
異
な

っ
て
い
る
。
し
か

し
、
影
印
か
ら
は
両
者
の
関
係
を
窺
え
る
例
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
【資
料
９
】
第
二
十

一
歌
四
句

（２‐
‐
４
）

は
、
ｂ
本

・
ｃ
本
が

「人
め
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、　
ｅ
本
は

「人
の
」
、
ｄ
本
は

「人
能
」
と
す
る
。
こ
の
異
同
は
、
「
め
」
字
を

「
ｅ

蓬
左
文
庫
本
」
が

「
の
」
と
見
誤

っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、　
一
方
で

「
ｄ
　
大
和
文
華
本
」
が
明
確
に

「能
」
と
記
す
の

は
、
最
終
的
に
誤
解
を
避
け
て
表
記
を
求
め
た
為
と
推
測
す
る
。
ま
た
、
第
五
十
八
歌
十
九
句

（５８
‐
‐９
）
は
、
「
Ｃ
　
一局
松
宮
本
」
「冬

の
ま
」
の

「ま
」
が

「よ
」
と
見
誤
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
「
ｄ
　
大
和
文
華
館
本
」
は
、
「夜
」
と
明
確
な
表

記
を
し
て
い
る
。

同
じ
く

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
と

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
と
に
着
目
し
た
時
に
、
そ
の
影
響
関
係
を
い
つ
そ
う
強
く
認
め
る
の
が
、
次
の

例
で
あ
る
。
第
五
十
二
歌
四
句

（５２
‐
↓

の

「
れ
」
字
の
扱

い
で
は
、
「
ｃ
　
高
松
宮
本
」
の

「連
」
字
の
影
響
を

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫

本
」
が
承
け
て
い
る
。

ａ
本

ｏ
ｂ
本
は

「祀
」
を
用
い
た

「れ
た
る
」
、
ｄ
本
は

「王
た
る
」
と
す
る
。
ま
た
、
第
五
十
八
歌
十
句

（５８

１
り

で

ｃ
本

「志
け
さ
」
と

ｅ
本

「志
け
き
」
の
異
同
は
、
「
ｃ
　
昔同
松
宮
本
」
の

「け
」
の
三
筆
目
と
続
く

「さ
」
の

一
筆
目
が
、

「き
」
に
見
誤
り
や
す
く
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。
第
五
十
八
歌
二
十
八
句

（５８
１
２８
）
で
も
、
「
ひ
る
時
の
な
く
」
と
す

る
ｂ
本
と
異
な
り
、　
ａ
・
ｄ

・
ｅ
本
は
、
「
ひ
る
時
も
な
く
」
と
す
る
。
「
の
」
と

「も
」
の
異
同
が
生
じ
た
原
因
は
、
「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」

の
影
印
で
見
る
、
「時
那
く
」
の

「那
」
の
崩
し
に

「も
」
を
含
む
と
判
読
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。　
ｃ
本
中
の
判
読
し
難

い
箇
所
が
、　
ａ
本
及
び

ｅ
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
十
六
歌
四
句

（１６
‐
４
）
「な
ひ
く
か
こ
と
は
」
「
靡
く
が
如
は
」
の
意

味
の
句
）
の
場
合
、
「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
は
、
「可
と
」
に
見
え
る
。
「
ｃ
　
高
松
宮
本
」
は
、
「可
と
」
と
も
見
え
る
が
ま
た
、
「
こ
と
」

と
続
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。
「な
ひ
く
か
と
は
」
で
は
意
味
の
通
じ
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、　
ａ
・
ｄ

・
ｅ
の
三
本
は

「か
」

「可
」
「加
」
を
明
瞭
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
「か
こ
と
は
」
の
箇
所
に
、　
ａ
本
及
び

ｅ
本
は
、
続
け
表
記
さ
れ
た

「
こ
と
」
の
文
字
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四

を
残
し
て
い
る
。
以
上
は
、
「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」
と

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
と
の
影
響
関
係
が
窺
わ
れ
る
例
で
あ
り
、
「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」

を
岐
点
に
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
系
統
と

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
系
統
と
が
分
か
れ
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

（　
）
は
、
歌
番
号
と
句
番
号
を
示
す
。
例
え
ば
、
「
０１
１
０
」
は
、
第

一
歌
の
詞
書
の
意
味
で
あ
る
。
以
下
同
じ
。

「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
「
ｃ
　
一品
松
宮
本
」
で
、
「を
」
「越
」
「於
」
「お
」
を
使
用
す
る
句
は
、
全
部
で
七
〇
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
（ｂ

ｏ
↓
、
（を

・
於
）
十

三
例
、
（を

・
お
）
四
例
、
（越

・
於
）
四
例
、
（を

・
越
）
十
五
例
、
（越

・
を
Ｉ

一例
、
（同
じ
―
ム

於
」

「お
」
も
同

一
と
見
な
す
―
―
）
二
十
五
例
、
（ｂ

・
ｃ
い
ず
れ
か
に

「思
」
「小
」
の
漢
字
を
使
用
）
七
例

松
本
嘆
子
氏

『西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
の
字
彙
』
平
成
十
年
八
月
　
汲
古
書
院

前
田
氏
論
に
掲
載
の
奥
書
を
そ
の
表
記
の
ま
ま
、
記
載
さ
れ
る
年
代
順
に
掲
げ
る
と

『神
宮
文
庫
蔵
本
』
「此
集
三
條
新
黄
門
実
條
卿
取
筆
也
去

十

一
日
　
送
之
今
日
申
刻
到
来
了
　
慶
長
十
二
年
四
月
十
六
日
　
也
足
子
」
２

六
〇
七
年
Ｙ

ア
一且前
本
』
「此
三
十
六
人
集
本
敷
五
帖
に
て
全

部
也
十
八
人
の
再
あ
り
、
時
萬
治
二
と
せ
小
春
後
の
八
日
豊
の
前
中
津
川
に
し
て
書
之
　
栄
春
宗
蓮
坊
」
■

六
五
九
年
Ｙ

『通
茂
本
』
「以
烏

丸
中
納
言
本
模
篤
之
去
十
六
日
　
始
之
今
日
遂
其
功

一
校
了
延
賓
五
季
　
姑
洗
十
九
　
特
進
水
」
■

上ハ
七
七
年
）
の
よ
う
に
な
る
。

〓
一　
結

仮
説
と
し
て
提
示
す
る
な
ら
ば
、
管
見
五
本
の
関
係
は
、
近
似
し
て
い
る
も
の
の

「
ｂ
　
書
陵
部
本
」
か
ら

「
ｃ
　
一局
松
宮
本
」

へ
と

転
写
さ
れ
、
そ
こ
か
ら

「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
と

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
と
に
分
か
れ
て
、
更
に

「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
か
ら

「
ｄ
　
大

和
文
華
館
本
」
が
転
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
勿
論
、
現
在
見
る
こ
と
の
出
来
る
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
大
き
な
転
写
の

流
れ
の
な
か
に
、
介
在
す
る
伝
本
が
あ

っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
又
、
以
上
は
本
文
の
み
を
も
と
に
す
る
仮
説
で
あ

っ
て
、
本
の
形
状
、
即

ち
本
の
形
や
、
料
紙
、
墨
な
ど
の
特
徴
は
、
考
慮
出
来
て
い
な
い
。
右
五
伝
本
の
内
で
は
、
「
ｅ
　
蓬
左
文
庫
本
」
だ
け
が
枡
型
を
し
て

い
る
。
『西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
』
は
、
四
半
の
草
子
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
枡
型

盆
ハ半
２
早
子
）
と

い
う
よ
う
に
形
状
を
変
え
て
書

(4)(3)
言主

(2)(1)

詈五



写
さ
れ
る
こ
と
で
、
書
写
さ
れ
た
本
文

へ
の
影
響
が
全
く
な
か

っ
た
と
は
言
え
な
い
。

最
後
に
、
六
十
九
首
本
を
代
表
さ
せ
る
呼
称
に
用
い
ら
れ
て
き
た

「
ａ
　
神
宮
文
庫
蔵
三
十
六
人
集

金
一一／
１

δ

四
と

中
の

『小
町

集
』
に
つ
い
て
、
こ
の
本
は
、
六
十
九
首
本
系
で
は
最
も
古
い
詞
書
を
有
し
て
お
り
、
又
、
先
に
二
の
③
で
触
れ
た
よ
う
に
、
散
供
前
の

『小
町
集
』
な
る

「醍
醐
本

『小
町
集
Ｌ

と
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
る
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

「古
さ
」
は
、
末
尾
の
歌
物
語
的
な
本

文
を
備
え
る
本
と
し
て
の

「古
さ
」
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
目
に
す
る
六
十
九
首
本
は
全
て
、
末
尾
に
歌
物
語
的
な
箇
所
を
備

え
て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に

「
ｂ
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
歌
仙
家
集

（五

一
一
二
こ

に
増
補
の
痕
跡
が
存
す
る
こ
と
よ
り
、

『西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
』
中
の
原
初

『小
町
集
』
が
、
歌
物
語
的
な
箇
所
を
備
え
て
い
な
い
、
或

い
は
、
も

っ
と
少
な
い
歌
数
の
本

で
あ

っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
今
後
、
歌
物
語
的
な
本
文
を
持
た
な
い
、
恐
ら
く
は
持

っ
て
い
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う

『小
町
集
』
の
存
在

を
積
極
的
に
考
察
の
対
象
と
す
る
視
点
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
六
十
九
首
本
を
代
表
さ
せ
る
呼
称
に
つ
い
て
は
、
歌
数
を
併
記

す
れ
ば
誤
解
は
な
い
も
の
の
、
「
ａ
　
神
宮
文
庫
本
」
で
は
な
く
、
現
存
す
る
管
見
五
本
の
う
ち
で
は
古
態
を
保

つ

「
ｂ
　
書
陵
部
本
」

系
統
を
以

っ
て
す
る
の
が
相
応
し
い
と
考
え
る
。

な
お
、
冒
頭
に
掲
げ
た
分
類
の
う
ち
、
第

一
類

（１
）
系
統
中

一
本
の
奥
書
に
、
「六
十
九
首
」
な
る
本
の
記
載
ｏ
が
あ
る
が
、
こ
れ

が
、
今
日
見
る
と
こ
ろ
の
六
十
九
首
本
で
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
流
布
本
系
統
の
本
の
考
察
と
併
せ
て
次
の
課
題
と
し
た
い
。

註
０
　
「建
長
六
年
七
月
十
日
重
校
合
□
九
条
三
位
入
道
本
畢
。
彼
本
歌
六
十
九
首
云
々
」
（小
松
茂
美
氏

『古
筆
学
大
成
　
第
十
七
巻
』
中
の
翻
刻
を

抄
出
）

（す
み
だ
　
ひ
ろ
こ
ｏ
関
西
学
院
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

六
十
九
首
本

『小
町
集
』
の
考
察

一
五



六
十
九
首
本

『小
町
集
』
の
考
察

【資料 1】

嚇構 設副
c高松と
e蓬左 設ｃ蓬左

杜
轄
高
赫 設縮

授
轄
蓬
林
d大和と
a神宮 計粛

b書陵と
d大和 統粛

1

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12
13
14
15
16

18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
準
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69

合計 153 78 100 83 107



六
十
九
首
本

『小
町
集
』
の
考
察

【資料 2】

69首
番号
詞書 等
総文節数

b書陵 と
c高松 識鏡

b書陵 と
e蓬左 枇哺

高
林
b書陵 と
a神宮
e蓬左 と
a神宮

di大和と
a神宮 計閃

b書陵 と
d大和 読出

１

３

４

６

７

８

Ｈ

２５

３‐

４。

４５

４９

５３

５４

５５

５６

５８

６‐

６２

６５

６６

６７

６８

６９

合 計 156 107 60 65 69 68

一
七

【資料 3】 句番号は、69首本番号である。以下同じ

句番号 a神宮文庫本 b書陵部本 c高松宮本 d大和文華館本 e蓬左文庫本

16-3 藤な三の 藤奈三能 藤奈三の 藤浪の 藤浪の

18-1 木可らし乃 木力日らし乃 木加らしの 木枯の 木枯の

08-2 屋へ乃白雲と やへ乃志ら雲と やへの志ら雲と やへ白雲と 屋へ白雲と

09-1 恋王ひぬ こ比わ比ぬ 己ひ王ひぬ 恋化て 恋佗て

22-1 可きりなき 加きりなき 可きりな幾 かきりなく かきりなく

32-4 言乃葉さへそ 言能者さへそ ことの者さへそ 木葉佐へこそ こ能葉さへこそ

4]-2 阿ふ多の三こそ あふ多能三こそ あふ多の三こそ あふこ (多 傍
書)の 三こそ

あふこ能三古そ

53-5 徒れな可り令り 津連那可 り令 り 津連那可り令留 つれな可り令れ つ連那かり遣謹

61-0 た

し
つヽ
ん

乃

せ

ひ

き
い」
へ

ま
む
あ

よ
耳

あ万こひの腎よ
むへきせんじ耳

多

し
つヽ
ん

の

せ

ひ

き

こ
　
へ

ま

む

あ

よ

ホ

あ万能古ひの耳
よむへきせんじ
ホ

あまのこひ乃腎
よむへきせんし
ホ

61-3 多ちさ八き たちさ八き たちさ八き 立佐八き 立さ八起

66-0 人乃古ころうら
三侍り今る比も
佐ぶやとそ

人乃心うら三侍
り↑留ころ是も
佐ホやとそ

人の心うらみ侍
り令留ころ是も
佐ホやとそ

人の心うら三侍
りけ燿召上ヒ

人の′亡ヽうら見侍
り今流比もさに
やとそ



【資料 4】

句番号 a神宮文庫本 b書陵部本 c高松宮本 d大和文華館本 c蓬左文庫本

56-0 を三なへしをい

登於保く保りて

見す留人耳

を三なへしをい

と於本く本りて
三須留人耳

を三なへし於い

と於ほく本りて
三す留人が

女郎花をいとお

本く折てみ春留
人ホ

を三なへしをい

とおほく於りて

見春留人が

56-1 なにし本へ八 なにし本へ八 なかし本へ八 なにしをへ八 な示しおへ者

56-4 お
書
(ら  傍
れが↑り奈

おられに今 り六不 おられが↑りな 於ら連にく り`な おら連ホ遣 り刀Б

61-5 曰くちあけ多へ

(ま イ 傍書 )
ヘ多

割
明
傍
ち日

は

曰くち明給ヘ みちあ遣多ヘ 三地明け給ヘ

六
十
九
首
本

『小
町
集
』
の
考
察

【資料 5】

句番号 a神宮文庫本 b書陵部本 c高松宮本 d大和文華館本 c蓬左文庫本

01-0 五月五日人が 五月五日人を 五月五日人於 五月五日人を 五月五日入を

01-2 人かもた由く 人にもた由と 人がも多ゆと 人ホも堂ゆと 人ホも堂ゆ

10-4 こと楚○
傍書)

＜

な

ことそともなく そ

“

こ

能

な

(半 J言売フト
傍書 )

ことそともなく ことそ尤なく

13-3 あ可ぬよは あ八ぬよは あ八ぬよ八 あ八ぬ夜八 あ八ぬよ八

21-3 可よへとん (も
傍書)

加よへとん 可よへと無 通とも か よへ 尤

【資料 6】

句番号 a神宮文庫本 b書陵部本 c高松宮本 d大和文華館本 c蓬左文庫本

阿者て可多三耳
由き (て  削除
の跡)け留人乃

あ八て可多み耳
由き↑る人能

あ八て可多みホ
ゆきける人の

あ八てか多三ホ
ゆきけ留人の

あ八てか多三年
ゆき希留人乃

於もひも可けも
なき (削除の記
号)所ホ

思ひも可けぬ所

耳

おもひも可けぬ
所ホ

おもひもかく`ぬ
所ホ

おもひも可けぬ

所ホ

腎よむこ恵乃し
今れ盤

可よむこ恵の志
くう`墓ノヽ

う多 よむこ恵
(へ 削除の跡)
の志↑れは

可よむ声の志↑
オtノヽ

腎よむ啓能し↑
オしノヽ

おそ路しな可ら
よりきけ盤

おそろしな可ら
よりてきけ八

おそろしな可ら
よりてきけ八

おそろしな可ら
よ里てきけ八

於そろしな可ら
よりてきけ者

【資料 7】

句番号 a神宮文庫本 b書陵部本 c高松宮本 d大和文華館本 c蓬左文庫本

37-4 見てや
傍書) て

三てや 三ヽ外て 三てや みヽホて Ｊ

て

屋
書
や
傍

一
祢

三てや屋三示て

44-2 可り本か幾ぬ留 可り本がき井る 可 り本ホきい留 可り本ホきぬ留 可り保示きぬ留

56-2 な越むつまし三 猶無つ万し三 猶むつまし三 猶むつまし三 猶むつまし三

58-36 せホゐ留たつの せにゐ留多つ能 せがい留多つの せがい留多川の せホゐ留多つの

をのと八なくし
(い者イ 傍書)

を能と八なくし おのと八なくし をのと八ならし をの登八ならし

ノヽ



【資料 8】

句番号 a神宮文庫本 b書陵部本 c高松宮本 d大和文華館本 e蓬左文庫本

58-10 志けき八万佐留 志けさ八万佐留 志けさ八末さ留 志けき八万佐留 志けき八末佐留

64-5 忘れしより 忘られしより 忘られしより 忘ら連し与り 忘連しよ里

六
十
九
首
本

『小
町
集
』‐の
考
察

【資料 9】

句番号 a神宮文庫本 b書陵部本 c高松宮本 d大和文華館本 e蓬左文庫本

16-4 なひくかことは な比 く可と八 なひくこと八 なひく加古と八 なひくかこと八

21-4 うつ にゝ人め うつ 示ゝ人め うつ ホゝ人め うつ 本ゝ人能 うつ ホゝ人の

52-4 よ越う三れた留 よをう三れ多留 よ越うみ連多留 世をうみ王多留 よ越うみ連多留

53-1 今とても 今とても 今とても 今とても 今八とて

58-10 志けき八万佐留 志けさ八万佐留 志けさ八末さ留 志けき八万佐留 志けき八末佐留

58-19 冬能夜能 婦由のよ能 ふゆのよ能 冬濃夜の 冬乃まの

58-28 飛留時もなく ひ留時のなく ひ留時那く ひ留時もなく ひ留時もなく

一
九




